
創立150周年（R7年度）
学校・家庭・地域の
一体感が高まるタイミングでの協議会設置であること

地域とともにある学校＝校名・力合（力を合わせる）
現行学習指導要領に基づく特色ある学校づくりに
大いに貢献できる活動であること

プロジェクト型活動
児童・教職員・保護者・地域住民の
主体的活動の場を作り出すことができること

力合校区の①安全②学習③美化について学校・家庭・地域が一体となった取組を計画・実行する
事務局：力合小校長室
事務局メンバー：校長、教頭、担当職員、尚学会長（PTA会長）、学校評議員、関係地域諸団体長
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クリアすべき課題

上記２・３は解決可能
１・４は管外交流での経験と人脈
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熊本市教育委員会地域学校協働活動とコミュニティ・スクールの一体的推進にかかるモデル事業（R7～8年度）

だいすき力合協議会（学校運営協議会＆地域学校協働本部）ビジョン

あんしん力合プロジェクト
（安全・防災）

安全協会、防犯協会、交通安全協会
登下校ボランティア、消防団、消防署
警察、尚学会（PTA） など

まなび力合プロジェクト
（学習・体験）

まちづくりセンター、民生児童委員
学生（中・高・大）、企業、人材バンク
交流スペース、校内見守り など

ピカ美化力合プロジェクト
（環境美化）

自治会、おやじの会、ボランティア活動
児童ボランティア隊、尚学会 など

だいすき力合協議会

取組に至る背景・ねらい
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明確なビジョン

拡大評議員会（だいすき力合協議会）の設置

地域学校協働活動推進員の選定

他郡市での学校運営協議会経験


